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一　

は
じ
め
に

　

閨
怨
詩
と
は
帰
ら
ぬ
夫
の
帰
り
を
待
ち
わ
び
る
妻
の
情
を
述
べ
る
詩
で
あ

る
。
平
安
初
頭
以
来
こ
の
題
材
は
非
常
に
好
ま
れ
、
嵯
峨
朝
に
編
纂
さ
れ
た

勅
撰
漢
詩
集
『
文
華
秀
麗
集
』（
八
一
八
年
）
で
は
「
艶
情
」
と
い
う
部
が

設
け
ら
れ
、
十
一
首
の
閨
怨
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る（

1
）。

こ
れ
ら
の
閨
怨
詩
は
、

嵯
峨
天
皇
を
核
と
し
た
君
臣
和
楽
の
詩
宴
に
お
け
る
奉
和
詩
で
あ
り
、
久
し

く
君
王
の
寵
愛
を
得
ず
し
て
悲
し
み
怨
む
班
婕
妤
や
、
戦
地
に
あ
る
良
人
の

た
め
の
衣
を
搗
つ
妻
な
ど
が
詠
ま
れ
る
な
ど
、
異
国
的
な
文
学
空
間
が
作
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
典
型
的
な
一
例
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

怨
婦
含
レ

情
不
レ

能
レ

寐
、
早
朝
褰
レ

幌
出
二

欄
楯
一

。
自
言
楚
国
名
倡
族
、

家
是
宮
東
宋
玉
隣
。
独
頼
二

耶
嬢
偏
愛
重
一

、
何
図
見
者
以
為
二

神
一

。
庭

前
見
レ

舞
鸞
常
顧
、
楼
上
吹
レ

蕭
鳳
未
レ

臻
。
四
五
芳
期
当
レ

順
レ

礼
、
出

従
二

君
子
一

正
為
レ

嬪
。
男
児
好
レ

事
方
有
レ

□
、
□
□
従
□
□
□
年
。
蕩

子
別
来
多
二

歳
月
一

、
那
堪
夜
夜
掩
二

空
扉
一

。
要
身
屡
験
眞
知
レ

痩
、
眼

瞼
常
啼
謾
似
レ

肥
。
合
歓
寂
院
寧
蠲
レ

忿
、
萓
草
閑
堂
反
召
レ

悲
。
可
レ

妬

桃
花
徒
映
レ

靨
、
生
憎
柳
葉
尚
舒
レ

眉
。
心
如
レ

煎
、
眼
不
レ

眠
。
良
人

不
レ

意
思
帰
引
、
賤
妾
常
吟
薄
命
篇
。
胸
上
積
愁
応
レ

満
レ

百
、
眼
中
行

涙
且
レ

成
レ

千
。
君
不
レ

見
閨
□
怨
□
□
顔
華
、
直
為
レ

思
二

君
塞
路
遐
一

。

奈
何
征
人
大
無
レ

意
、
一
別
十
年
音
信
賖
。
桑
下
受
レ

金
君
豈
咎
、
機
中

織
レ

錦
詎
能
嘉
。
羅
帳
空
、
角
枕
凍
。
角
枕
羅
帳
恨
無
レ

窮
。
春
苑
看
レ

花
泣
二

長
安
一

、
宵
閨
理
レ

線
憶
二

桑
乾
一

。
頽
思
嬾
レ

聴
門
前
鵲
、
衰
面

慙
レ

当
鏡
裡
鸞
。
願
君
莫
レ

学
班
定
遠
、
慊
々
徒
老
白
雲
端
。

（『
文
華
秀
麗
集
』
艶
情
・
五
一
・
菅
原
清
公
・
奉
レ
和
二
春
閨
怨
一
）

【
研
究
ノ
ー
ト
】

閨
怨
詩
の
和
様
化

―
―
『
新
撰
万
葉
集
』
の
漢
詩
を
中
心
に
―
―

梁　

青
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れ
た
漢
詩
の
多
く
は
閨
怨
詩
で
、
六
朝
閨
怨
詩
（
特
に
『
玉
台
新
詠
』）
の
表

現
に
依
拠
し
て
い
る（

6
）。

そ
の
他
、『
遊
仙
窟
』
や
白
居
易
の
漢
詩
表
現
の
受

容
な
ど
も
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た（

7
）。

と
こ
ろ
が
、『
新
撰
万
葉
集
』
の

漢
詩
に
は
、
中
国
詩
の
規
範
を
脱
し
て
日
本
の
恋
愛
の
様
態
を
表
現
し
よ
う

と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
漢
詩
は
恋
歌
を
も
と
に
し
て

作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
和
歌
の
内
容
と
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
自
ず
と
恋
歌

的
趣
向
を
帯
び
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
の
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な

日
本
的
漢
詩
表
現
は
ほ
と
ん
ど
見
逃
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
単
な
る
「
和

習
」
と
認
識
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
本
格
的
な
考
察
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た（

8
）。

　

本
稿
は
、『
新
撰
万
葉
集
』
の
恋
歌
に
付
さ
れ
た
漢
詩
を
取
り
上
げ
、
そ

こ
に
見
ら
れ
る
日
本
的
要
素
を
探
り
、
先
行
し
た
恋
歌
と
の
関
連
を
考
察
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
と
中
国
お
よ
び
勅
撰
三
集
の
閨
怨
詩
と
の
相
違
を

明
ら
か
に
し
、
九
世
紀
末
に
お
け
る
王
朝
漢
詩
の
展
開
の
一
端
を
浮
き
彫
り

に
し
て
み
た
い（

9
）。

二　

日
本
的
恋
愛
表
現

　
『
新
撰
万
葉
集
』
の
恋
歌
に
付
さ
れ
た
漢
詩
に
は
、
伝
統
的
な
閨
怨
詩
か

ら
逸
脱
し
た
、
平
安
朝
の
恋
愛
の
様
態
を
反
映
す
る
表
現
が
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
。

　

当
詩
は
菅
原
清
公
が
嵯
峨
天
皇
の
「
春
閨
怨
」
に
唱
和
し
た
詩
で
、
六
朝

以
来
の
詩
題
「
春
閨
怨
」
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
主
人
公
は
楚
の
国
の

有
名
な
芸
人
の
一
族
出
身
の
、
出
征
し
た
夫
の
帰
り
を
待
ち
続
け
て
い
る
女

で
あ
る
。
春
の
わ
び
し
い
風
景
を
描
写
し
て
閨
の
中
の
女
の
悲
し
み
を
引
き

立
て
な
が
ら
、「
宋
玉
の
隣
」「
弄
玉
を
娶
っ
た
蕭
史
」「
秋
胡
婦
」「
竇
滔
妻

の
廻
文
詩
」「
班
超
」
な
ど
多
様
な
典
拠
を
駆
使
し
て
、
一
つ
の
美
し
い
空

想
の
表
現
世
界
を
作
り
上
げ
て
い
る（

2
）。

こ
の
例
に
端
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

勅
撰
三
集
所
収
の
閨
怨
詩
は
ほ
ぼ
中
国
詩
を
ま
ね
た
も
の
で
、
そ
の
表
現
に

は
作
者
の
個
性
を
ほ
と
ん
ど
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

時
代
は
下
る
が
、
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
日
本
漢
詩
は
依
然
と
し
て
中

国
詩
に
大
き
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
在
来
の
漢
詩
表
現
を
日
本
の
風
土

的
・
社
会
的
条
件
に
融
合
さ
せ
て
、
独
自
の
創
作
を
始
め
た
の
で
あ
る（

3
）。

そ

の
中
で
、
寛
平
五
年
（
八
九
三
年
）
に
成
立
し
た
『
新
撰
万
葉
集
』
の
漢
詩

（
以
降
、
必
要
に
応
じ
て
「
本
集
」
と
略
記
す
る
）
は
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る（

4
）。

本
集
は
、
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
歌
を
主
な
資
料
と
し
て
、
そ
の
左
歌
を
上
巻
、

右
歌
を
下
巻
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
上
巻
は
四
季
と
恋
と
い
う
五
つ
の
部

に
わ
け
ら
れ
、
和
歌
ご
と
に
七
言
絶
句
の
漢
詩
が
配
さ
れ
て
い
る（

5
）。

恋
部
に

は
恋
歌
が
二
十
首
あ
り
、
四
季
の
部
に
も
、
後
に
『
古
今
和
歌
集
』（
以
下

『
古
今
集
』
と
略
記
す
る
）
な
ど
で
は
恋
に
分
類
さ
れ
る
歌
が
七
首
含
ま
れ
て

い
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
恋
歌
に
付
さ
れ
た
漢
詩
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の

で
あ
る
。
泉
紀
子
氏
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、『
新
撰
万
葉
集
』
の
恋
歌
に
付
さ
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閨怨詩の和様化

お
け
る
「
蕩
子
」
の
用
い
方
は
そ
れ
ら
と
異
な
る（

10
）。

上
夏
四
一　

 

た
が
里
に
夜
離
れ
を
し
て
か
郭
公
鳥
た
だ
こ
こ
に
し
も
寝

た
る
声
す
る

郭
公
本
自
意
浮
華
、
郭

ほ
と
と
ぎ
す公

本も
と
よ
り自

意こ
こ
ろ

浮ふ
く
わ華

な
り

四
遠
無
棲
汝
最
奢
。
四し

ゑ
ん遠

棲す
み
か

無
く
し
て
汝

な
ん
ぢ

最
も
奢お

ご

れ
り

性
似
簫
郎
令
女
怨
、
性
は
簫せ

う
ら
う郎

に
似
て
女
を
し
て
怨
ま
し
め

操
如
蕩
子
0

0

尚
迷
他
。
操み

さ
をは

蕩た
う
し子

の
如
く
尚
他
に
迷ま

ど

ふ

　

上
夏
四
一
の
和
歌
は
、〈
い
っ
た
い
、
だ
れ
の
住
む
里
に
「
夜
離
れ
」
を

し
て
や
っ
て
来
た
の
か
、
ほ
と
と
ぎ
す
よ
、
こ
こ
で
だ
け
寝
て
い
る
か
の
よ

う
に
鳴
く
声
が
す
る
〉
の
意
で
、
ほ
と
と
ぎ
す
に
寄
せ
て
た
ま
に
訪
れ
た
男

を
皮
肉
っ
て
い
る（

11
）。

こ
の
歌
は
、
男
が
多
数
の
恋
人
を
持
ち
、
男
女
は
別
々

に
住
み
、
男
が
夜
毎
女
性
の
元
を
訪
ね
て
い
く
と
い
う
、
平
安
朝
の
恋
愛
の

習
俗
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
対
す
る
漢
詩
は
、〈
ほ
と
と
ぎ

す
は
、
元
々
浮
気
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
ど
こ
に
も
住
所
を
定
め
ず
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
鳴
き
声
を
響
か
せ
て
い
る
お
ま
え
は
、
い
つ
も
自
分
勝
手
な

振
る
舞
い
を
す
る
。
天
性
は
簫
郎
に
似
て
、
女
に
怨
み
の
情
を
抱
か
せ
、
貞

操
は
蕩
子
の
よ
う
で
、
あ
ち
こ
ち
の
女
に
心
を
迷
わ
せ
て
い
る
〉
と
詠
ん
で

い
る（

12
）。

つ
ま
り
、
歌
の
〈
ほ
と
と
ぎ
す
―
浮
か
れ
男
〉
の
見
立
て
表
現
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
飛
び
回
る
姿
を
、
好
色
の
男
が
一
カ

（
1
）「
蕩
子
」

　

閨
怨
詩
に
お
い
て
は
、「
蕩
子
」
と
い
う
語
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
。

蕩
子
0

0

行
不
帰
、
蕩
子
行
き
て
帰
ら
ず

空
牀
難
独
守
。
空く

う
し
ょ
う牀

ひ
と
り
守
る
こ
と
難か

た

し

（『
文
選
』
巻
二
九
・
古
詩
十
九
首
之
青
青
河
畔
草
）

蕩
子
0

0

従
征
久
、
蕩
子
従じ

ゅ
う
せ
い

征
し
て
久ひ

さ

し
く

鳳
楼
簫
管
閑
。
鳳ほ

う
ろ
う楼

の
簫

し
ょ
う
か
ん管

閑し
ず

か
な
り

 

（『
玉
台
新
詠
』
巻
五
・
江
淹
・
征
怨
）　

蕩
子
0

0

従
遊
宦
、
蕩
子
遊ゆ

う
か
ん宦

に
従
ひ

思
妾
守
房
櫳
。
思
妾
房ぼ

う
ろ
う櫳

を
守
る

（『
玉
台
新
詠
』
巻
七
・
邵
陵
王
綸
・
代
二
秋
胡
婦
一
閨
怨
）

な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。「
蕩
子
0

0

行
不
帰
」
に
つ
い
て
、
李
善
注
に
「
『列

子
』
曰
、
有
レ

人
去
二

郷
土
一

、
遊
レ

於
二

四
方
一

而
不
レ

帰
者
、
世
謂
レ

之
為
二

狂

蕩
之
人
一

也
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
蕩
子
」
は
普
通
他
郷
に
遊
学
し
て
女
を
顧

み
な
い
者
、
あ
る
い
は
辺
地
に
赴
き
帰
ら
ぬ
夫
を
指
す
。
前
掲
『
文
華
秀
麗

集
』「
奉
和
春
閨
怨
」
に
も
「
蕩
子
」
が
見
え
る
。「
男
児
好
事
・
塞
路
・
征

人
」
な
ど
の
語
句
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
そ
こ
に
詠
ま
れ
た
「
蕩
子
」
は

出
征
に
出
か
け
た
夫
を
指
し
、「
蕩
子
従
レ

征
久
」
の
パ
タ
ー
ン
を
そ
の
ま
ま

受
け
継
い
だ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、『
新
撰
万
葉
集
』
漢
詩
に
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淫
逸
放
縦
と
い
う
一
側
面
だ
け
に
注
目
し
、「
蕩
子
」
の
本
来
の
使
い
方
を

塗
り
替
え
て
「
た
は
れ
を
」
の
意
と
し
て
用
い
て
い
る
。

（
2
）「
怨
言
」

上
恋
一
〇
二　

 

鹿
島
な
る
筑
波
の
山
の
つ
く
づ
く
と
わ
が
身
一
つ
に
恋

を
積
み
つ
る

馬
蹄
久
絶
不
如
何
、
馬ば

て
い蹄

久ひ
さ

し
く
絶た

え
如い

か
ん何

と
も
せ
ず

恋
慕
此
山
涙
此
河
。
恋れ

ん
ぼ慕

は
此こ

の
山
の
ご
と
く 

涙
は
此こ

の
河か

は

の
ご
と
し

蕩
客
怨
言
0

0

常
詐
我
、
蕩た

う
か
く客

の
怨ゑ

ん
げ
ん言

常
に
我
を
詐あ

ざ
むく

蕭
君
永
去
莫
還
家
。
蕭せ

う
く
ん君

永な
が

く
去
り
て
家
に
還か

へ

る
こ
と
莫な

し

　

当
詩
は
〈
男
の
訪
れ
は
久
し
く
途
絶
え
て
し
ま
い
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
う

し
よ
う
も
な
い
。
私
の
恋
し
い
思
い
は
山
の
よ
う
に
募
り
、
涙
は
河
の
よ
う

に
流
れ
る
。
男
の
怨
み
ご
と
は
常
に
私
を
欺
い
て
、
も
う
家
に
帰
っ
て
く
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
〉
と
い
う
内
容
と
な
る（

13
）。「

蕩
客
怨
言
」
と
は
男
の
怨

み
ご
と
を
い
う
。
し
か
し
、
前
掲
し
た
『
文
華
秀
麗
集
』「
奉
和
春
閨
怨
」

に
端
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
閨
怨
詩
で
は
、
怨
ん
で
い
る
の
は
不
在
の
夫

を
待
ち
続
け
て
い
る
女
で
、
け
っ
し
て
男
で
は
な
い
。
一
方
、
男
の
怨
み
ご

と
は
恋
愛
初
期
の
歌
に
よ
く
見
ら
れ
る（

14
）。

所
に
住
み
着
か
ず
、
あ
ち
こ
ち
の
女
の
元
に
通
う
様
子
に
重
ね
て
い
る
。

　

上
夏
四
一
の
漢
詩
の
結
句
に
お
け
る
「
蕩
子
」
は
、
と
こ
ろ
定
め
ず
あ
ち

こ
ち
出
歩
い
て
帰
ら
ぬ
夫
で
あ
る
と
い
う
点
で
、「
蕩
子
」
の
原
義
「
遊
於

四
方
而
不
帰
」
と
共
通
す
る
が
、
複
数
の
女
性
と
付
き
合
う
「
た
は
れ
を
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
中
国
詩
や
勅
撰
三
集
に
お
け
る
「
蕩
子
」
と
異
な
る

側
面
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
中
国
詩
の
「
蕩
子
」
は
ほ
か
の
恋

人
の
元
に
通
っ
て
家
に
帰
ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
普
通
出
征
や
遊
学
の
た

め
出
か
け
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
も
と
よ
り
「
蕩
」
と
い
う
字
は
「
た

は
れ
を
」
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

古
之
狂
也
肆
、
今
之
狂
也
蕩0

。

　
　

古
い
に
し
への

狂
や
肆し

、
今
の
狂
や
蕩と

う

な
り

（『
論
語
』
陽
貨
）

「
宛
丘
」、
刺
幽
公
也
。
淫
荒
昏
乱
、
遊
蕩
0

0

無
度
焉
。

　
　
「
宛
丘
」
は
幽
公
を
刺そ

し

る
な
り
。
淫
荒
昏
乱
、
遊
蕩
度
な
し

（『
毛
詩
正
義
』）

「
蕩
」
に
は
、
自
分
の
思
う
ま
ま
に
ふ
る
ま
う
と
い
う
意
が
あ
り
、
そ
こ
か

ら
女
遊
び
に
耽
っ
て
品
行
の
修
ま
ら
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
さ
せ
る
。

『
新
撰
万
葉
集
』
の
漢
詩
作
者
は
先
行
し
た
和
歌
の
〈
ほ
と
と
ぎ
す
―
浮
か

れ
男
〉
と
い
う
見
立
て
を
漢
詩
の
上
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
際
、「
蕩
」
の
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し
て
、
漢
詩
は
棄
婦
の
立
場
に
立
っ
て
、〈
秋
が
来
て
風
景
が
変
わ
る
と
と

も
に
、
人
に
依
存
す
る
状
況
も
変
わ
る
。
春
が
来
る
と
草
木
が
咲
き
、
秋
が

来
る
と
一
斉
に
枯
れ
る
よ
う
に
、
人
の
場
合
も
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

昨
日
の
あ
の
人
の
怨
み
ご
と
は
、
今
日
は
違
っ
て
い
る
。
世
の
中
が
自
分
に

背
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
深
く
恥
じ
て
い
る
〉、
と
男
の
心
変
わ
り
を
恨

ん
で
い
る
。
転
句
「
昨
日
怨
言
今
日
否
」
に
詠
ま
れ
た
、
離
別
後
、
女
は
男

の
昔
の
甘
い
さ
さ
や
き
を
思
い
出
し
て
棄
て
ら
れ
た
今
の
境
遇
を
嘆
き
悲
し

む
と
い
う
発
想
は
、
中
国
閨
怨
詩
に
由
来
し
た
と
思
わ
れ
る
。

昔
我
与
君
始
相
値
、
昔
我
れ
君
と
始
め
て
相あ

ひ
あ値

ふ

爾
時
自
謂
可
君
意
。
そ
の
時
自
ら
謂お

も

ふ
君
が
意い

に
可か

な
り
と

結
帯
与
我
言0

、
帯
を
結
び
て
我
と
言
ふ

死
生
好
悪
不
相
置
。
死
生
好こ

う
お悪

相あ
ひ
お置

か
ず
と

 

（『
玉
台
新
詠
』
巻
九
・
鮑
照
・
行
路
難
）　

托
身
言0

同
穴
、
身
を
托
し
同ど

う
け
つ穴

と
言
ふ
と
い
え
ど
も

今
日
事
乖
違
。
今
日
事
乖か

い
い違

す

（『
全
唐
詩
』
張
籍
・
離
婦
）

「
結
帯
与
我
言
」「
托
身
言
同
穴
」
と
あ
る
よ
う
に
、
新
婚
時
男
は
永
遠
の
愛

を
誓
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
中
国
詩
で
は
、
昔
の
男
の
甘
い
言
葉
は

「
怨
言
」
と
記
さ
れ
な
い
し
、『
論
語
』（
憲
問
）
の
「
奪
伯
氏
駢
邑
三
百
。

あ
ふ
こ
と
の
な
ぎ
さ
に
し
よ
る
浪
な
れ
ば
う
ら
み
て
の
み
ぞ
立
ち
返
り
け
る

（
古
今
集
・
巻
十
三
・
恋
三
・
六
二
六
・
在
原
元
方
）

　
　

返
事
も
侍
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
又
か
さ
ね
て
つ
か
は
し
け
る

み
る
も
な
く
め
も
な
き
海
の
磯
に
出
で
て
か
へ
る
が
へ
る
も
う
ら
み
つ

る
か
な

（
後
撰
集
・
恋
一
・
巻
九
・
七
九
九
・
紀
友
則
）

恋
心
を
訴
え
て
も
相
手
が
応
じ
て
く
れ
な
い
場
合
に
、
男
が
相
手
の
つ
れ
な

さ
を
怨
ん
だ
の
で
あ
る
。「
蕩
客
怨
言
」
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
場
合
を
指

す
。
次
に
、『
新
撰
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
怨
言
」
を
も
う
一
例
取
り
上
げ

て
、
女
が
男
の
怨
み
ご
と
に
騙
さ
れ
た
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
説
明

す
る
。上

秋
七
八　

 

言
の
葉
を
た
の
む
べ
し
や
は
秋
来
れ
ば
い
づ
れ
か
色
の
変

は
ら
ざ
り
け
る

秋
来
変
改
併
依
人
、
秋
来
り
て
変
改
す
る
は
人
に
依
る
を
併
せ
た
り

草
木
栄
枯
此
尚
均
。
草
木
の
栄
枯
此
尚
均ひ

と

し

昨
日
怨
言
0

0

今
日
否
、
昨
日
の
怨ゑ

ん
げ
ん言

今
日
は
否ひ

な
り

愧
来
世
上
背
吾
身
。
愧は

ぢ
来き

た

る
世せ

じ
ょ
う上

の
吾
が
身
に
背
け
る
こ
と
を

　

秋
に
な
る
と
恋
人
の
言
葉
が
木
の
葉
の
よ
う
に
変
わ
る
と
い
う
和
歌
に
対
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三　

恋
歌
表
現
の
受
容

　
『
新
撰
万
葉
集
』
の
漢
詩
は
和
歌
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
の
で
、
そ
の

漢
詩
表
現
に
は
多
く
の
和
歌
の
趣
向
が
見
ら
れ
る
。
次
に
『
新
撰
万
葉
集
』

漢
詩
に
お
け
る
恋
歌
表
現
の
受
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

（
1
）
忍
恋
の
表
現

上
恋
一
〇
〇　

 

紅
の
色
に
は
い
で
じ
か
く
れ
ぬ
の
下
に
通
ひ
て
恋
は
死

ぬ
と
も

閨
房
怨
緒
惣
無
端
、
閨
房
の
怨え

ん
し
ょ緒

惣す
べ

て
端は

し

な
し

万
事
呑
心
不
表
肝
。
万
事
心
に
呑
み
て
肝き

も

を
表
さ
ず

胸
火
燃
来
誰
敢
滅
、
胸

き
ょ
う
く
わ火

燃
え
来
た
り
て
誰
か
敢
へ
て
滅
せ
ん

紅
深
袖
涙
不
応
干
。
紅

く
れ
な
ゐ

深
く
し
て
袖し

ゅ
る
い涙

応
に
干か

わ

く
べ
か
ら
ず

　
〈
紅
花
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
人
に
わ
か
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
、
隠

れ
沼
の
よ
う
に
心
の
中
で
密
か
に
思
っ
て
、
そ
の
た
め
に
恋
い
こ
が
れ
て
死

ん
で
し
ま
う
と
し
て
も
〉
と
い
う
歌
に
対
し
て
、
漢
詩
は
〈
閨
で
あ
の
人
を

怨
み
続
け
て
い
る
。
思
い
を
す
っ
か
り
心
の
奥
に
し
ま
っ
て
外
に
は
出
さ
な

い
。
心
の
炎
が
燃
え
上
が
る
と
、
誰
に
も
け
っ
し
て
消
せ
な
い
。
涙
に
濡
れ

飯
疏
食
、
没
歯
、
無
怨
言
0

0

（
伯
氏
の
駢へ

ん
ゆ
う邑

三
百
を
奪
ふ
。
疏そ

し食
を
飯く

ら

ひ
、
歯よ

わ
い

を

没ぼ
つ

す
る
ま
で
、
怨
言
な
し
）」
と
あ
る
よ
う
に
、「
怨
言
」
は
本
来
甘
言
の
意

を
持
た
な
い（

15
）。

一
方
、
恋
歌
で
は
、「
う
ら
む
」
は
逢
っ
て
く
れ
な
い
こ
と

に
不
満
の
意
を
表
す
だ
け
で
な
く
、
逢
瀬
の
実
現
を
図
ろ
う
と
い
う
意
味
合

い
で
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
　

女
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

わ
た
つ
う
み
に
深
き
心
の
な
か
り
せ
ば
何
か
は
君
を
う
ら
み
し
も
せ
ん

（
後
撰
集
・
巻
九
・
恋
一
・
五
八
四
・
読
人
不
知
）

と
あ
る
よ
う
に
、
恨
む
の
は
相
手
を
深
く
愛
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
男
の
「
怨
言
」
は
恋
の
激
し
さ
の
証
と
な
り
、
一
種
の
甘
い
言
葉
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、「
昨
日
怨
言
今
日
否
」

は
、〈
昔
、
男
が
女
に
求
婚
し
た
と
き
、
逢
っ
て
く
れ
な
い
女
の
冷
淡
を
怨

み
、
自
分
が
い
か
に
女
を
愛
し
て
い
る
か
を
訴
え
た
。
女
は
男
の
そ
の
甘
い

言
葉
に
惑
わ
さ
れ
て
心
を
許
し
た
。
し
か
し
、
秋
に
な
り
心
変
わ
り
し
た
男

か
ら
は
、
そ
う
い
う
言
葉
は
も
は
や
聞
け
な
い
〉
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
逢

瀬
以
前
の
男
女
の
や
り
と
り
、
恋
の
成
就
と
終
焉
が
こ
の
一
句
の
中
に
詠
み

込
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、「
怨
言
」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
安

朝
の
男
女
の
交
際
の
様
子
が
漢
詩
に
生
か
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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則
ち
其
の
原も

と

は
救
ふ
こ
と
が
で
き
ず
、
后こ

う
ら
い徠

態
は
異
な
る

（『
漢
書
』
杜
周
伝
）

蕩
蕩
乎
八
川
分
流
、
相
背
而
異
態
0

0

。

　
　

蕩と
う
と
う蕩

乎こ

た
る
八は

っ
せ
ん川

わ
か
れ
流
れ
て
、
相
背
い
て
態
を
異
に
す 

（『
文
選
』
巻
八
・
司
馬
相
如
・
上
林
賦
）

殊
姿
異
態
0

0

不
可
状
、
殊し

ゅ
し姿

異い
た
い態

状じ
ょ
うす

べ
か
ら
ず

忽
忽
転
動
如
有
光
。
忽こ

つ
こ
つ忽

と
し
て
転
動
し
光
あ
る
が
如
し

（『
白
氏
文
集
』
〇
六
〇
四
・
簡
簡
吟
）

な
ど
と
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
上
恋
一
一
四
漢
詩
の
場
合
と
異
な
る
。
し
た

が
っ
て
、「
無
異
態
」
は
先
行
し
た
上
恋
一
一
四
の
恋
歌
の
「
人
知
れ
ず
下

に
流
る
る
涙
河
」
を
下
敷
き
に
し
て
作
ら
れ
た
表
現
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る（

16
）。「

下
に
流
る
る
涙
川
」
は
人
目
を
は
ば
か
っ
て
心
の
奥
に
秘
め
た
感

情
を
表
に
出
さ
な
い
こ
と
を
、
表
面
に
現
れ
な
い
地
下
を
流
れ
る
水
に
託
し

て
表
し
て
い
る
。
和
歌
と
の
対
応
を
考
え
た
上
で
、「
無
異
態
」
を
人
目
を

忍
ん
で
憂
い
嘆
く
様
子
と
解
し
て
み
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
上
恋
一
〇
〇
の
漢
詩
と
上
恋
一
一
四
の
漢
詩
は
先

行
し
た
和
歌
を
受
け
継
い
で
、
中
国
に
は
な
い
日
本
特
有
の
忍
恋
を
詠
ん
で

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
忍
恋
の
歌
は
恋
歌
の
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
、
男

女
の
恋
愛
関
係
が
ま
だ
公
に
さ
れ
て
い
な
い
状
態
の
も
と
に
詠
ま
れ
た
も
の

で
あ
る
。
一
方
、
中
国
詩
に
は
、
未
婚
の
男
女
の
恋
愛
詩
が
き
わ
め
て
少
な

た
袖
が
深
い
紅
色
に
染
ま
り
、
き
っ
と
乾
く
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
〉
と
い
う

意
に
な
る
。
承
句
「
万
事
呑
心
不
表
肝
」
で
は
、
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に

恋
焦
が
れ
る
気
持
ち
を
抑
え
よ
う
と
す
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
類
似
の
例
は

中
国
詩
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
ゆ
え
に
、「
万
事
呑
心
不
表
肝
」
は

中
国
閨
怨
詩
で
は
な
く
、
先
行
し
た
和
歌
の
「
紅
の
色
に
は
い
で
じ
か
く
れ

ぬ
の
下
に
通
ひ
て
」
の
忍
恋
の
表
現
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
思
わ

れ
る
。上

恋
一
一
四　

 

人
知
れ
ず
下
に
流
る
る
涙
河
せ
き
と
ど
め
て
む
景
や
見

ゆ
る
と

毎
宵
流
涙
自
然
河
、
宵よ

ひ

ご
と
に
流
る
る
涙
自
然
に
河か

は

た
り 

早
旦
臨
如
作
鏡
何
。
早さ

う
た
ん旦

に
臨
み
て
鏡
と
作な

さ
む
こ
と
如い

か
ん何

撫
瑟
沈
吟
無
異
態

0

0

0

、
瑟し

つ

を
撫な

で
沈ち

ん
ぎ
ん吟

し
て
異
な
る
態わ

ざ

無
し

試
追
蕩
客
贈
詞
華
。
試
み
に
蕩た

う
か
く客

を
追
ひ
て
詞し

い
か華

を
贈
ら
む

　

当
詩
の
後
二
句
「
撫
瑟
沈
吟
無
異
態
、
試
追
蕩
客
贈
詞
華
」
は
、〈
い
つ

も
通
り
楽
器
を
弾
い
た
り
物
思
い
に
沈
ん
だ
り
し
て
、
あ
の
人
に
恋
文
を

送
っ
て
み
よ
う
〉
と
い
う
内
容
で
あ
る
。「
異
態
」
と
は
い
つ
も
と
は
異
な

る
様
子
の
意
で
あ
る
。
中
国
詩
に
お
け
る
「
異
態
」
の
例
は
、

則
其
原
不
可
救
而
后
徠
異
態
0

0

。
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れ
な
い
の
で
、
そ
れ
に
相
応
す
る
恋
情
表
現
も
少
な
い
。
待
つ
女
や
棄
婦
を

詠
ん
だ
漢
詩
こ
そ
が
閨
怨
詩
の
主
流
で
あ
る
。
一
方
、
日
本
で
も
、
待
つ

女
・
捨
て
ら
れ
た
女
の
恋
歌
は
万
葉
集
以
来
数
多
く
詠
ま
れ
て
お
り
、
閨
怨

詩
と
類
似
し
た
発
想
様
式
を
持
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
抒
情
様
式
の
類
同
性

に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、『
新
撰
万
葉
集
』
の
恋
歌
か
ら
閨
怨
詩
へ
の

翻
案
は
比
較
的
に
容
易
に
実
現
で
き
た
の
で
あ
る
。

上
恋
一
〇
九　

 

厭
は
れ
て
今
は
限
り
と
な
り
に
し
を
更
に
昔
の
恋
ひ
ら

る
る
か
な

被
厭
蕭
郎
永
守
貞
、
蕭せ

う
ら
う郎

に
厭い

と

は
れ
て
永
く
貞て

い

を
守
る

独
居
独
寝
涙
零
零
。
独ど

っ
き
ょ
ど
く
し
ん

居
独
寝
涙
零れ

い
れ
い零

た
り

心
中
昔
事
雖
忘
却
、
心

し
ん
ち
ゅ
う中

昔せ
き
じ事

忘ば
う
き
ゃ
く

却
す
と
雖い

へ
ども

願
念
閨
房
恩
愛
情
。
願こ

ね
ん念

す
閨け

い
ば
う房

恩お
ん
あ
い愛

の
情

　
〈
あ
の
人
に
嫌
わ
れ
て
、
二
人
の
仲
は
今
も
う
終
わ
っ
た
、
い
ま
さ
ら
な

が
ら
昔
を
懐
か
し
く
思
う
よ
〉
と
い
う
歌
に
対
し
て
、
漢
詩
は
〈
あ
の
人
に

厭
わ
れ
た
と
し
て
も
、
ず
っ
と
貞
節
を
守
っ
て
い
る
。
独
り
寂
し
く
過
ご
し

て
、
一
人
で
寂
し
く
寝
て
い
る
と
、
涙
が
流
れ
て
く
る
。
昔
の
こ
と
は
忘
れ

て
し
ま
っ
た
が
、
か
つ
て
の
二
人
の
恩
愛
を
今
ま
た
思
い
出
し
た
〉
と
な
っ

て
い
る
。
当
詩
は
、
破
局
を
迎
え
た
現
在
を
仲
睦
ま
じ
く
過
ご
し
た
昔
と
対

照
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
と
と
も
に
移
ろ
う
恋
情
の
は
か
な
さ
や
、
恋

い
。

不
待
父
母
之
命
、
媒
妁
之
言
、
鑽
穴
隙
相
窺
、
逾
墻
相
従
、
則
父
母
、

国
人
皆
賤
之
。

　
　

 

父
母
の
命め

い

、
媒
妁
の
言げ

ん

を
待
た
ず
し
て
、
穴け

つ
げ
き隙

を
鉆き

っ
て
相あ

ひ
う
か
が窺

ひ
、

墻か
き

を
逾こ

え
て
相あ

ひ
し
た
が従

は
ば
、
則
ち
父
母
、
国こ

く
じ
ん人

皆
こ
れ
を
賤い

や

し
ま
ん

（『
孟
子
』
滕
文
公
章
句
下
）

と
あ
る
よ
う
に
、
媒
酌
人
の
仲
介
や
家
父
長
の
決
定
に
従
っ
て
男
女
が
結
婚

す
る
の
で
あ
っ
て
、
未
婚
男
女
の
自
由
な
付
き
合
い
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
社
会
的
規
範
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
中
国
で
は
結
婚
前
の
恋
愛
を
扱
っ

た
文
学
が
な
か
な
か
生
ま
れ
て
こ
な
い（

17
）。

前
掲
し
た
菅
原
清
公
「
奉
和
春
閨

怨
」
の
「
四
五
芳
期
当
順
礼
、
出
従
君
子
正
為
嬪
」
で
は
、
女
が
礼
に
則
っ

て
男
の
家
に
嫁
い
だ
場
面
が
描
か
れ
る
。
結
婚
前
の
男
女
の
交
際
で
な
く
結

婚
後
の
夫
と
の
別
離
の
悲
し
み
の
み
を
詠
ん
で
い
る
の
は
、
中
国
詩
の
伝
統

用
法
を
そ
の
ま
ま
踏
ま
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、『
新
撰
万
葉
集
』

以
外
の
王
朝
漢
詩
に
は
、
忍
恋
に
関
す
る
表
現
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

そ
こ
に
和
歌
を
前
提
に
し
て
作
ら
れ
た
本
集
漢
詩
の
特
殊
性
が
あ
る
。

（
2
）
恋
の
終
焉
に
お
け
る
女
の
心
情
表
現

　

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
古
代
中
国
で
は
、
未
婚
男
女
の
自
由
恋
愛
は
許
さ
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照
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
が
盛
り
を
過
ぎ
て
捨
て
ら
れ
た
悲
劇
性
が
よ

り
い
っ
そ
う
切
実
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
右
の
二
例
で
一
番
強
調
さ
れ
る
点

は
や
は
り
今
の
不
幸
な
境
遇
に
あ
る
。
あ
る
い
は
「
托
レ

身
言0

二

同
穴
一

、
今0

日0

事
乖
違
。
…
…
昔
日
0

0

初
為
レ

婦
、
當
二

君
貧
賤
時
一

。
晝
夜
常
紡
績
、
不
レ

得

三
事
二

蛾
眉
一

。
辛
勤
積
二

黄
金
一

、
済
二

君
寒
与
饑
一

」（『
全
唐
詩
』
張
籍
・
離

婦
）
の
よ
う
に
、
昔
、
嫁
と
し
て
勤
勉
に
働
い
て
貧
乏
な
家
を
少
し
ず
つ
豊

か
に
し
た
が
、
結
局
捨
て
ら
れ
、
悲
惨
な
結
末
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を

述
べ
る
こ
と
で
、
今
と
昔
と
を
鮮
明
に
対
比
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
の
棄

婦
詩
に
お
い
て
は
、
女
が
激
し
い
怒
り
を
抱
い
て
男
の
背
信
を
非
難
す
る
表

現
が
か
な
り
多
い
。

悅
二

新
昏
一

而
忘
レ

妾
、
哀0

二

愛
惠
之
中
零
一

。
遂
摧
頽
而
失
望

0

0

0

0

0

0

、
退
二

幽

屏
一

於
二

下
庭
一

。
痛0

一
旦
而
見
棄
、心
忉
怛
以
悲
驚

0

0

0

0

0

0

。
衣
二

入
門
之
初
服
一

、

背
二

床
室
一

而
出
征
。
攀
二

僕
禦
一

而
登
レ

車
、
左
右
悲
而
失
レ

聲
。
嗟0

二

冤0

結0

一

而0

無0

レ

訴0

、乃
愁
苦
0

0

以
長
窮
。恨0

二

無
愆
而
見
棄
一

、悼0

二

君
施
之
不
レ

終
一

。

（『
芸
文
類
聚
』
卷
三
十
・
人
部
十
四
・
別
下
・
魏
・
曹
植
・
出
婦
賦
）

上
恋
一
〇
九
の
漢
詩
と
比
べ
て
、「
出
婦
賦
」
の
「
哀
・
摧
頽
而
失
望
・
痛
・

心
忉
怛
以
悲
驚
・
嗟
冤
結
而
無
訴
・
愁
苦
・
恨
・
悼
」
と
い
う
語
句
か
ら
読

み
取
れ
る
棄
婦
の
怒
り
や
悲
痛
の
度
合
い
は
は
る
か
に
高
い
。
な
ぜ
な
ら
、

女
性
は
夫
に
捨
て
ら
れ
た
ら
、
社
会
や
家
族
か
ら
白
眼
視
さ
れ
、
再
婚
も
困

を
失
っ
た
我
が
身
の
孤
独
を
表
す
。
こ
こ
に
詠
ま
れ
た
〈（
昔
）
閨
房
恩
愛

情
―
（
今
）
被
厭
蕭
郎
・
独
居
独
寝
〉
と
い
う
対
照
表
現
は
、

玉
顔
隨
年
変
、
玉

ぎ
ょ
く
が
ん顔

年
に
し
た
が
っ
て
変へ

ん

ず

丈
夫
多
好
新
。
丈じ

ょ
う
ふ夫

多
く
新
を
好
む

昔0

為
形
与
影
、
昔
は
形け

い

と
影え

い

と
な
る

今0

為
胡
与
秦
。
今
は
胡
と
秦
と
な
る

胡
秦
時
相
見
、
胡
秦
は
時
に
相あ

ひ
み見

る

一
絶
踰
参
辰
。
一
絶
参し

ん
し
ん辰

に
踰こ

ゆ

（『
玉
台
新
詠
』
巻
二
・
傅
玄
・
苦
相
篇
豫
章
行
）

与
君
初
婚
時
、
君
と
初
め
て
婚こ

ん

せ
し
時

結
髪
恩
義
深
。
結け

っ
ぱ
つ髪

恩
義
深
し
…
…

行
年
将
晩
暮
、
行こ

う
ね
ん年

将ま
さ

に
晩ば

ん
ぼ暮

な
ら
ん
と
し

佳
人
懐
異
心
。
佳
人
異
心
を
懐い

だ

く

恩
絶
曠
不
接
、
恩
絶
え
て
曠む

な

し
く
接せ

っ

せ
ず

我
情
遂
抑
沈
。
我
が
情
遂つ

い

に
抑よ

く
ち
ん沈

す

（『
玉
台
新
詠
』
巻
二
・
曹
植
・
種
葛
篇
）

と
あ
る
よ
う
に
、
中
国
の
棄
婦
詩
の
随
所
に
見
ら
れ
る
。
仲
睦
ま
じ
く
過
ご

し
た
昔
と
忘
れ
去
ら
れ
た
今
と
が
対
照
を
な
す
点
に
お
い
て
、
上
恋
一
〇
九

の
漢
詩
に
通
じ
る
。
し
か
し
、
中
国
閨
怨
詩
で
は
、
現
在
の
状
況
を
昔
と
対
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集
』
に
か
け
て
の
恋
歌
に
広
く
見
ら
れ
る
。

よ
し
ゑ
や
し
恋
ひ
じ
と
す
れ
ど
秋
風
の
寒
く
吹
く
夜
は
君
を
し
そ
思
ふ

（
万
葉
集
・
巻
十
・
二
三
〇
一
・
寄
夜
・
作
者
未
詳
）

つ
れ
な
き
を
今
は
恋
ひ
じ
と
思
へ
ど
も
心
よ
は
く
も
落
つ
る
涙
か

（
新
撰
万
葉
集
・
上
恋
・
一
一
三
・
菅
野
忠
臣
）

忘
れ
な
む
と
思
ふ
心
の
つ
く
か
ら
に
あ
り
し
よ
り
け
に
ま
づ
ぞ
恋
し
き

（
古
今
集
・
巻
十
四
・
恋
四
・
七
一
八
・
読
人
不
知
）

右
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
上
恋
一
〇
九
の
恋
歌
は
万
葉
歌
と
の
連
続
性
を
有

す
る
。
も
は
や
恋
し
い
な
ど
と
は
思
わ
な
い
が
心
弱
く
て
涙
を
流
し
た
、
忘

れ
た
い
の
に
い
っ
そ
う
恋
し
さ
を
募
ら
せ
る
、
と
い
う
屈
折
し
た
恋
情
表
現

は
上
恋
一
〇
九
の
漢
詩
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
な
お
、
前
掲
『
文
華
秀
麗

集
』「
奉
和
春
閨
怨
」
に
お
け
る
思
婦
の
心
情
表
現
は
た
だ
「
恨
・
怨
・
心

焦
・
愁
」
な
ど
の
語
に
と
ど
ま
る
が
、
上
恋
一
〇
九
の
漢
詩
は
恋
歌
の
表
現

を
受
容
し
た
こ
と
で
、
よ
り
複
雑
で
繊
細
な
心
情
表
現
「
心
中
昔
事
雖
忘
却
、

願
念
閨
房
恩
愛
情
」
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。

四　

お
わ
り
に

　

平
安
初
頭
の
勅
撰
三
集
の
漢
詩
は
、
ほ
と
ん
ど
中
国
詩
の
用
法
に
準
じ
て

難
な
の
で
、「
今
日
妾
辞
レ

君
、
辞
レ

君
欲
二

何
去
一

。
本
家
零
落
尽
、
慟
哭
来

時
路
」（
唐
・
李
白
・
去
婦
詞
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
行
き
場
も
な
く
な
っ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
棄
婦
は
夫
の
変
心
を
厳

し
く
詰
問
し
、
強
く
憤
懣
を
ぶ
つ
け
る
の
で
あ
る（

18
）。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
上
恋
一
〇
九
で
は
、
恋
の
終
末
期
に
、
仲
睦
ま
じ
く
過

ご
し
た
昔
の
時
間
は
二
度
と
戻
ら
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
が
、
今
と
昔
と

の
境
遇
の
差
を
際
立
た
せ
て
相
手
の
変
心
を
激
し
く
非
難
す
る
こ
と
は
な
く
、

た
だ
「
願
念
閨
房
恩
愛
情
」
に
は
断
ち
が
た
い
未
練
の
み
が
読
み
取
れ
る
。

本
集
上
恋
一
一
一
の
漢
詩
の
「
恨
来
相
別
抛
二

恩
情
一

…
…
時
時
引
レ

領
望
二

荒

庭
一

」
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
男
は
も
う
二
度
と
訪
ね
て
こ
な
い
の
に
、

女
は
依
然
と
し
て
男
を
恋
慕
い
つ
つ
逢
瀬
を
期
待
し
て
い
る
。
平
安
朝
で
は
、

男
の
訪
問
が
一
度
途
絶
え
て
し
ま
っ
て
も
、
し
ば
ら
く
経
っ
て
ほ
か
の
女
と

の
仲
が
冷
め
る
と
、
ま
た
も
と
の
恋
人
の
と
こ
ろ
に
戻
る
場
合
は
珍
し
く
な

い
し
、
男
が
訪
ね
て
来
な
け
れ
ば
、
女
は
新
し
い
相
手
を
見
つ
け
る
こ
と
も

で
き
る
。
ま
た
、
女
の
生
活
の
拠
点
は
生
家
に
あ
り
、
夫
が
離
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
生
活
の
拠
点
が
奪
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
の
で
、
行
く
あ
て
の
な
い
悲

惨
な
境
遇
ま
で
に
は
至
ら
な
い（

19
）。

そ
の
た
め
、
女
は
男
か
ら
疎
ま
れ
た
と
し

て
も
昔
の
愛
情
を
振
り
返
っ
て
恋
し
く
思
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
「
心
中
昔
事
雖
忘
却
、
願
念
閨
房
恩
愛
情
」
は
先
行
し
た
上
恋
一
〇
九
の

恋
歌
「
厭
は
れ
て
今
は
限
り
と
な
り
に
し
を
更
に
昔
の
恋
ひ
ら
る
る
か
な
」

か
ら
直
接
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
の
発
想
は
『
万
葉
集
』
か
ら
『
古
今
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撰
万
葉
集
注
釈
』
と
「
『新
撰
万
葉
集
』
注
釈
稿
」（
注
（
14
）
に
負
う
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
ま
た
、『
玉
台
新
詠
』『
孟
子
』『
論
語
』『
文
選
』『
白
氏
文
集
』
の
本
文
と

訓
読
は
『
新
釈
漢
文
大
系
』（
明
治
書
院
）、『
文
華
秀
麗
集
』『
万
葉
集
』『
古
今
集
』

の
引
用
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
他
の
引
用
和
歌
は
『
新

編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
）
に
従
っ
た
。
な
お
、
一
部
表
記
な
ど
を
改
め
た
部
分

が
あ
る
。

（
5
）　

本
集
は
上
下
二
巻
が
あ
る
が
、
下
巻
に
漢
詩
を
載
せ
て
い
な
い
伝
本
（
原
撰
本
）

が
あ
る
の
で
、
本
稿
は
上
巻
の
み
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。

（
6
）　

泉
紀
子
「
新
撰
万
葉
集
に
お
け
る
漢
詩
と
和
歌
」『
大
阪
女
子
大
文
学
国
文
』

三
二
、一
九
八
一
年
、六
三
、六
六
頁
。
ほ
か
に
は
、山
口
博
『
閨
怨
の
詩
人
小
野
小
町
』

（
三
省
堂
選
書
、
一
九
七
九
年
、
一
六
九
、一
八
七
頁
）
で
、
本
集
漢
詩
に
詠
ま
れ
た

「
夢
」「
蜘
蛛
」
の
六
朝
閨
怨
詩
の
受
容
を
論
じ
た
。
ま
た
、
中
野
方
子
氏
は
『
平
安

前
期
歌
語
の
和
漢
比
較
文
学
的
研
究
』「
第
二
節　

秋
閨
怨
の
受
容
―
―
「新
撰
万

葉
集
」
か
ら
「古
今
集
」
へ
」（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
、
六
九
頁
）
で
、
本
集

漢
詩
に
詠
ま
れ
た
「
虫
」「
涙
」「
華
顔
衰
残
」
は
閨
怨
詩
の
型
を
踏
ま
え
て
い
る
と

い
う
。

（
7
）　

新
間
一
美
氏
は
「
『新
撰
万
葉
集
』
の
成
立
と
意
義
」（『
国
文
学
―
―
解
釈
と
鑑
賞
』

七
六
（
八
）、
二
〇
一
一
年
、
四
三
頁
）
で
本
集
漢
詩
の
『
遊
仙
窟
』
の
受
容
に
つ

い
て
言
及
し
た
。
ま
た
、
本
集
恋
部
漢
詩
が
白
居
易
の
漢
詩
に
影
響
を
受
け
た
こ
と

は
、
小
島
憲
之
「
恋
歌
と
恋
詩
―
―
万
葉
・
古
今
を
中
心
と
し
て
」（『
文
学
』
四
四

（
三
）、
一
九
七
六
年
、
三
〇
四
〜
三
〇
五
頁
）
を
は
じ
め
、
津
田
潔
「
『新
撰
万
葉
集
』

上
巻
・
恋
歌
に
お
け
る
白
詩
の
受
容
に
つ
い
て
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』、
二
〇
〇
〇

年
）
な
ど
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
8
）　

小
島
憲
之
氏
は
「
九
世
紀
の
歌
と
詩
―
―
『新
撰
万
葉
集
』
を
中
心
と
し
て
」（『
関

西
大
学
国
文
学
会
・
国
文
学
』
五
二
、一
九
七
五
年
、
四
二
頁
）
で
、『
新
撰
万
葉
集
』

の
漢
詩
を
歌
意
に
接
近
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
詩
は
和
習
味
を
帯
び
る
こ
と
に

な
る
と
い
う
。
ま
た
、
大
戸
温
子
氏
は
「
新
撰
万
葉
集
―
―
「恋
」
を
テ
ー
マ
に
し

作
詩
さ
れ
て
い
る
。
九
世
紀
末
、
国
風
意
識
の
高
ま
り
に
伴
っ
て
、
王
朝
漢

詩
は
中
国
詩
の
模
倣
と
追
随
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
的
生
活
や
感
情
を
表
現

し
て
新
た
な
展
開
を
見
せ
た
。『
新
撰
万
葉
集
』
の
漢
詩
に
多
く
描
か
れ
た

の
は
、
見
た
こ
と
も
な
い
長
安
の
美
女
の
閨
怨
で
は
な
く
、
平
安
朝
を
舞
台

に
し
た
男
女
の
恋
で
あ
る
。
ま
た
、
心
の
中
で
恋
焦
が
れ
て
も
人
に
知
ら
れ

な
い
よ
う
に
恋
心
を
抑
え
た
り
、
相
手
を
忘
れ
よ
う
と
し
て
か
え
っ
て
恋
し

さ
を
募
ら
せ
た
り
と
い
う
緻
密
な
心
理
描
写
は
、
中
国
詩
や
前
代
の
日
本
閨

怨
詩
に
は
ほ
と
ん
ど
見
え
ず
、
恋
歌
の
世
界
を
強
く
志
向
し
た
結
果
で
あ
る
。

生
硬
な
模
倣
的
習
作
が
多
い
前
代
の
日
本
漢
詩
と
比
べ
て
、『
新
撰
万
葉
集
』

の
漢
詩
の
日
本
的
展
開
は
王
朝
漢
詩
の
成
熟
を
物
語
り
、
国
風
文
化
成
立
の

前
兆
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

注（
1
）　
『
文
華
秀
麗
集
』
艶
情
部
の
次
の
楽
府
部
に
お
け
る
漢
詩
も
ほ
と
ん
ど
閨
怨
詩
で

あ
る
。
な
お
、
先
行
し
た
中
国
の
総
集
や
類
書
な
ど
に
は
「
艶
情
」
と
い
う
部
類
は

見
え
な
い
。

（
2
）　

小
島
憲
之
「
漢
風
讃
美
時
代
」『
古
今
集
以
前
』（
塙
選
書
、
一
九
七
六
年
、

一
二
七
頁
）
参
照
。

（
3
）　

高
兵
兵
「
菅
原
道
真
の
〈
贈
物
詩
〉
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
古
文
学
』

七
八
、二
〇
〇
六
年
）
な
ど
参
照
。

（
4
）　
『
新
撰
万
葉
集
』
の
本
文
と
番
号
は
『
新
撰
万
葉
集
注
釈
』（
新
撰
万
葉
集
研
究
会
編
、

和
泉
書
院
、二
〇
〇
五
年
）
に
よ
る
。
本
集
漢
詩
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、本
稿
は
『
新
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を
弾
き
静
か
に
歌
を
歌
う
ば
か
り
で
、他
に
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
解
し
て
お
り
、「
異

態
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。

（
17
）　

中
国
に
真
の
意
味
で
の
恋
愛
詩
が
ほ
と
ん
ど
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
天
野
紀
希
子

氏
は
「
閨
怨
詩
に
代
る
「禁
忌
の
恋
」
の
発
見
」（『
日
本
文
学
誌
要
』
五
四
、 

一
九
九
六
年
、
三
頁
）
で
「
男
女
が
歌
い
交
す
文
芸
の
形
式
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
関
わ
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
日
本
文
学
の
恋
愛
重
視
の
文
学
観
と
違
っ
て
、

中
国
文
学
は
恋
愛
を
軽
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、
政
治
を
批
判
し
志
を
述
べ
る
詩
こ
そ

が
正
統
な
文
学
で
あ
り
、
ま
た
恋
歌
は
日
常
生
活
の
中
で
男
女
の
愛
情
交
流
の
手
段

と
し
て
働
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
中
国
閨
怨
詩
は
男
性
詩
人
が
閨
の
中
の
女
の
立

場
に
立
っ
て
詠
ん
だ
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

（
18
）　

孫
久
富
『
日
本
上
代
の
恋
愛
と
中
国
古
典
』
第
二
部
第
四
章
「
『詩
経
』
の
相
怨

詩
と
『万
葉
集
』
の
怨
恨
歌
―
―
文
学
主
題
の
比
較
」（
新
典
社
、
一
九
九
六
年
）

参
照
。

（
19
）　

胡
潔
「
婚
姻
習
俗
と
文
学
―
―
「恋
」
の
諸
相
の
底
流
に
あ
る
も
の
」（『
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「異
文
化
と
し
て
の
日
本
」
記
念
論
文
集
』、
名
古
屋
大
学
大
学
院
国

際
言
語
文
化
研
究
、
二
〇
〇
九
年
、
一
四
七
頁
）
参
照
。

付
記

　

本
稿
は
、
第
一
二
三
回
表
現
学
会
東
京
例
会
（
於
共
立
女
子
大
学
、
二
〇
一
二
年
十
一

月
十
日
）で
の
研
究
発
表
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
す
。
ご
質
問
ご
助
言
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
記
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

た
日
本
漢
詩
」（『
大
学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「日
本
文
化
研
究
の
国
際
的

情
報
伝
達
ス
キ
ル
の
育
成
」
活
動
報
告
書
』
平
成
二
十
一
年
度
海
外
教
育
派
遣
事
業

編
、
一
九
九
〜
二
〇
一
頁
）
で
、
本
集
恋
部
の
漢
詩
に
お
け
る
中
国
詩
に
な
い
表
現

を
羅
列
し
て
そ
れ
を
和
習
と
判
断
し
た
。
し
か
し
、
本
集
漢
詩
の
和
化
表
現
の
生
成

過
程
や
和
歌
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
9
）　

本
集
漢
詩
の
成
立
時
期
を
考
え
た
上
、
本
稿
で
は
唐
代
ま
で
の
漢
詩
文
を
対
象
と

す
る
。

（
10
）　
『
新
撰
万
葉
集
注
釈
』（
四
二
頁
）
で
「
「蕩
子
賦
」
の
「蕩
子
」
が
出
征
し
た
兵

士
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
詩
［
筆
者
注
、
上
秋
四
七
の
漢
詩
］
の
「蕩
子
」
が
、
浮

か
れ
男
で
あ
る
点
は
相
違
す
る
」
と
指
摘
し
た
が
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
触
れ
て

い
な
い
。
な
お
、本
集
上
秋
四
七
の
漢
詩
の
「
蕩
子
0

0

従
来
無
定
意
、未
嘗
苦
有
得
羅
敷
」

に
お
け
る
「
蕩
子
」
の
使
い
方
は
漢
詩
八
二
に
近
い
。

（
11
）　

当
歌
は
夏
の
部
の
歌
で
あ
る
が
、『
古
今
集
』
の
恋
部
（
巻
十
四
・
恋
四
・

七
一
〇
・
読
人
不
知
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）　

小
島
憲
之
氏
は
『
古
今
集
以
前
』（
塙
書
房
、一
九
七
六
年
、二
九
二
〜
二
九
四
頁
）

に
お
い
て
、
伝
説
の
「
簫
史
」
か
ら
や
や
く
だ
け
た
俗
語
的
な
「
簫
郎
」
が
生
ま
れ
、

こ
れ
が
男
子
の
通
称
と
し
て
通
用
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
本
集
の
漢
詩
で
は

「
蕩う

か
れ
お子

」
を
指
す
も
の
と
見
る
べ
き
だ
と
述
べ
た
。

（
13
）　

当
詩
に
お
け
る
「
簫
君
」
と
「
蕩
子
」
は
、
同
一
人
物
を
指
す
。

（
14
）　

半
沢
幹
一
・
津
田
潔
氏
は
「
『新
撰
万
葉
集
』
注
釈
稿
（
上
巻
秋
部
七
五
〜

七
八
）」（
共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
紀
要
五
三
、二
〇
〇
七
年
、
五
二
頁
）
で
、
漢

詩
文
に
お
け
る
「
怨
言
」
は
男
女
間
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ま
な
い
が
、
和
語
「
う
ら

み
ご
と
」
は
特
に
男
女
間
の
こ
と
を
言
う
場
合
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

（
15
）　
『
新
撰
万
葉
集
注
釈
』（
二
六
二
頁
）
で
は
、「
怨
言
」
を
「
私
が
こ
ん
な
に
愛
し

て
い
る
の
に
あ
な
た
は
つ
れ
な
い
」
と
解
し
た
。
本
稿
で
は
、こ
の
理
解
に
従
い
た
い
。

（
16
）　
『
新
撰
万
葉
集
注
釈
』（
五
一
四
頁
）
の
語
釈
で
は
、上
恋
一
一
四
の
「
異
態
」
を
「
い

つ
も
と
は
異
な
っ
た
態
度
や
様
子
の
意
」
と
し
て
い
る
が
、
通
釈
で
は
一
句
を
「
瑟




